
（３） ２０２３年（令和５年）１２月１２日（火曜日） （第３種郵便物認可）
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【
エ
ル
サ
レ
ム
共
同
】
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は

日
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ガ
ザ
南
部
の
最
大
都
市
ハ
ン
ユ
ニ
ス
の
中
心
部
に
戦

車
部
隊
を
進
軍
さ
せ
、
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
と
激
し
い
戦
闘

を
展
開
し
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
が
伝
え
た
。
ハ
マ
ス
の
ガ
ザ
地

区
ト
ッ
プ
、
シ
ン
ワ
ー
ル
指
導
者
が
潜
伏
し
て
い
る
と
み
て
攻

略
を
強
化
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は

日
、
こ
の

数
日
で
多
数
の
ハ
マ
ス
戦
闘
員
が
投
降
し
た
と
主
張
し
「
ハ
マ

ス
の
終
わ
り
の
始
ま
り
だ
」
と
語
っ
た
。

　
う
ち
や
ま
・
だ
い
す
け
　
１
９
７
６
年
生
ま
れ
。
足
立
区
立
郷

土
博
物
館
、福
島
県
立
博
物
館
等
を
経
て
２
０
２
３
年
よ
り
現
職
。

専
門
は
民
俗
学
、
博
物
館
学
。
主
な
共
著
に
『
ふ
く
し
ま
再
生
と

歴
史
・
文
化
遺
産
』
（
山
川
出
版
社
、
２
０
１
３
年
）
。
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み
な
さ
ん
は
「
博
物
館
」
に
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。
お
そ
ら
く
、
古
い
時
代
の

歴
史
資
料
や
美
術
品
な
ど
の
文
化

財
を
展
示
す
る
施
設
、
と
い
う
の

が
多
く
の
方
々
の
印
象
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
な
ど
に
関
わ
る
資
料

を
保
存
し
、
展
示
公
開
す
る
と
い

う
仕
事
は
、
博
物
館
に
課
せ
ら
れ

た
大
き
な
使
命
で
す
。
し
か
し
一

方
で
、
遠
い
過
去
の
遺
物
だ
け
で

は
な
く
、
現
代
社
会
に
起
こ
る
出

来
事
や
今
日
の
暮
ら
し
に
つ
な
が

る
社
会
問
題
な
ど
を
広
く
共
有
し

た
り
、
未
来
に
伝
え
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
る
博
物
館
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
に
災
害
を
伝
え
る
博

物
館
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
年
の

よ
う
に
地
震
や
風
水
害
が
発
生
す

る
現
代
で
は
、
災
害
の
記
憶
を
残

そ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
活
発
化

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例

え
ば
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
伝
え

る
兵
庫
県
神
戸
市
の
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
や
中
越
地
震
を
機
に

整
備
さ
れ
た
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回

廊
、
ま
た
２
０
２
３
年
夏
に
開
館

し
た
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
な
ど
、
各
地
に
災

害
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
施
設
が

あ
り
、
中
で
も
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
は
東
北
を
中
心
に
多
く
の

関
連
施
設
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
う
し
た
特
定
の
テ
ー
マ
に

特
化
し
た
博
物
館
が
あ
る
一
方
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
き

た
一
般
的
な
歴
史
博
物
館
や
郷
土

資
料
館
が
、
現
代
の
出
来
事
と
し

て
災
害
に
関
わ
る
資
料
を
収
集
・

保
存
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

災
害
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
を
示

す
日
用
品
や
避
難
所
で
使
わ
れ
た

生
活
用
具
、
自
治
体
の
災
害
対
応

に
関
わ
る
文
書
資
料
、
被
災
し
た

方
々
に
よ
る
記
録
や
手
記
な
ど
と

い
っ
た
実
物
資
料
を
収
集
す
る
取

り
組
み
が
い
く
つ
か
の
施
設
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
福
島
県

富
岡
町
の
と
み
お
か
ア
ー
カ
イ
ブ

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
は
そ
の
先

進
例
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
公
害
や
人
権
と
い
っ
た
社

会
問
題
に
向
き
合
う
博
物
館
も
あ

り
ま
す
。
水
俣
病
や
四
日
市
ぜ
ん

そ
く
な
ど
の
公
害
問
題
は
、
現
代

に
お
い
て
も
地
域
の
社
会
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い

ま
す
。
被
害
の
状
況
や
裁
判
に
関

わ
る
記
録
な
ど
の
関
連
資
料
を
保

全
す
る
取
り
組
み
が
み
ら
れ
、「
公

害
資
料
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い

う
連
携
活
動
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
権
問
題
を
扱
う
博
物
館
と

し
て
は
、
２
０
２
０
年
５
月
に
閉

館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
大
阪
市
の

大
阪
人
権
博
物
館
が
有
名
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
を
扱
う
博

物
館
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
近
年

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
関
連
資
料
を
収
集
す

る
博
物
館
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
北
海
道
の
浦
幌
町
立

博
物
館
や
大
阪
府
の
吹
田
市
立
博

物
館
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
や
手

作
り
マ
ス
ク
、
い
わ
ゆ
る
「
自
粛

警
察
」
に
よ
る
飲
食
店
へ
の
貼
紙

に
至
る
ま
で
多
様
な
資
料
を
収
集

・
展
示
し
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
博
物
館

で
は
過
去
の
歴
史
や
文
化
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
社
会
問
題
や
地
域

課
題
に
つ
い
て
の
資
料
を
保
存
・

公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
出
来
事

を
伝
え
、
歴
史
の
一
つ
と
し
て
後

世
に
残
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
博
物
館
は

私
た
ち
が
生
き
る
地
域
の
過
去
・

現
在
・
未
来
を
考
え
る
上
で
、
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
例
で
言
え

ば
、
「
震
災
遺
構
」と
呼
ば
れ
る
、

主
に
津
波
被
害
を
受
け
た
建
物
を

保
存
・
公
開
す
る
施
設
が
よ
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
そ
れ
以
外
に
も
、
近
年
で
は

ス
マ
ホ
の
普
及
で
気
軽
に
写
真
や

動
画
を
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
誰
も
が
災
害
の
記
録
を
残
せ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、

実
物
資
料
を
残
そ
う
と
す
る
博
物

館
の
取
り
組
み
は
地
震
や
台
風
な

ど
に
よ
る
被
害
が
多
発
す
る
現
代

に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
風
化
さ

せ
ず
に
後
世
に
残
そ
う
と
い
う
機

運
は
近
年
特
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
は
関
東
大
震
災

か
ら
１
０
０
年
の
節
目
の
年
で
し

た
が
、
関
連
す
る
企
画
展
が
各
地

の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
の
も
、

そ
う
し
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
で

し
ょ
う
。

日
、
閣
議
に
出
席
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相（
左
か
ら
３
人
目
）

＝
エ
ル
サ
レ
ム
（
Ａ
Ｐ
＝
共
同
）

ナ
ル
ゲ
ス
・
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん
に
代

わ
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
に
出
席

し
た
息
子
ア
リ
さ
ん
（
左
）
と
娘
キ
ア

ナ
さ
ん
＝

日
、
オ
ス
ロ
（
Ｊ
ａ
ｖ
ａ

ｄ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｓ
ａ
／
Ｎ
Ｔ
Ｂ
提
供
、
Ａ

Ｐ
＝
共
同
）

投
票
箱
を
開
け
る
香
港
政
府
ト
ッ
プ
の

李
家
超
行
政
長
官
（
右
か
ら
２
人
目
）

＝

日
、
香
港
（
共
同
）

　
【
香
港
共
同
】
香
港
で

日
、

区
議
会
（

区
の
地
方
議
会
）
選

挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。
香
港

当
局
が
７
月
、
親
中
派
に
圧
倒
的

優
位
な
選
挙
制
度
に
変
更
し
、
民

主
派
政
党
が
事
実
上
、
排
除
さ
れ

た
た
め
、親
中
派
が
議
席
を
独
占
。

投
票
率
は

・
５
％
で
、
１
９
８

２
年
に
区
議
会
が
設
立
さ
れ
て
以

来
、
過
去
最
低
だ
っ
た
。

　
新
制
度
に
不
満
を
持
つ
民
主
派

支
持
層
が
投
票
し
な
か
っ
た
こ
と

が
影
響
し
た
。
反
政
府
デ
モ
の
盛

り
上
が
り
を
受
け
、
民
主
派
が
議

席
の
約
８
割
を
獲
得
し
た
２
０
１

９
年
の
区
議
会
選
の
投
票
率
は

・
２
％
で
、
大
幅
に
低
下
し
た
。

　
政
府
は
投
票
率
を
上
げ
よ
う

と
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど

躍
起
だ
っ
た
が
、
親
中
派
の
政
党

間
の
争
い
に
過
ぎ
ず
、
有
権
者
の

関
心
は
低
か
っ
た
。
新
制
度
は
全

体
で
９
割
以
上
あ
っ
た
直
接
投
票

枠
を
２
割
以
下
の
計

議
席
に
ま

で
削
減
し
た
。
直
接
投
票
枠
の
他

に
行
政
長
官
が
選
ぶ
委
任
枠
（
１

７
９
）
と
、
地
区
委
員
会
な
ど
の

委
員
に
限
定
さ
れ
た
投
票
枠
（
１

７
６
）
が
で
き
た
が
、
い
ず
れ
も

親
中
派
し
か
立
候
補
で
き
な
い
。

　
民
主
派
組
織
、
社
会
民
主
連
線

（
社
民
連
）
に
よ
る
と
、
メ
ン
バ

ー
３
人
が

日
朝
に
香
港
政
府
ト

ッ
プ
の
李
家
超
行
政
長
官
が
訪
れ

る
投
票
所
の
前
で
、
新
制
度
の
不

当
性
を
訴
え
る
抗
議
活
動
を
行
う

予
定
だ
っ
た
が
、
逮
捕
さ
れ
た
。

香
港
当
局
は

日
、
ボ
イ
コ
ッ
ト

を
呼
び
か
け
た
な
ど
と
し
て
、
男

女
３
人
を
選
挙
条
例
違
反
の
容
疑

で
逮
捕
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

日
夜
に
有
権
者
登
録
の
電
子

シ
ス
テ
ム
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
、

一
時
的
に
投
票
で
き
な
い
状
況
が

発
生
。
投
票
時
間
が
１
時
間
半
延

長
さ
れ
た
。

民
主
派
排
除
で

投
票
率
過
去
最
低

香
港
、
区
議
選
で
親
中
派
独
占

　
【
オ
ス
ロ
共
同
】
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
授
賞
式
が

日
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
で
開
か
れ

る
。
今
年
の
受
賞
者
は
イ
ラ
ン
の

女
性
人
権
活
動
家
ナ
ル
ゲ
ス
・
モ

ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん（

）で
、
刑
務

所
に
収
監
中
の
た
め
双
子
の
子
ど

も
が
代
理
で
出
席
。
モ
ハ
ン
マ
デ

ィ
さ
ん
が
寄
せ
た
「
イ
ラ
ン
の
若

者
た
ち
が
街
中
を
、
抵
抗
が
広
が

る
場
に
変
え
た
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
、
今
後
も
抑
圧
的

な
体
制
と
の
「
闘
い
は
続
く
」
と

宣
言
す
る
。

　
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん
は
厳
格
な

イ
ス
ラ
ム
体
制
下
で
、
人
権
侵
害

を
告
発
し
て
き
た
。
反
国
家
的
な

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
広
め
た
罪
な
ど

で
拘
束
歴
は

回
に
及
び
、
２
０

１
５
年
か
ら
禁
錮

年
の
刑
に
服

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
中

の
息
子
ア
リ
・
ラ
フ
マ
ニ
さ
ん

（

）と
娘
キ
ア
ナ
さ
ん（

）が
代

わ
り
に
招
か
れ
た
。

　
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん
は
獄
中
か

ら
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で「
自
由
、

平
等
、民
主
主
義
の
欠
如
に
よ
り
、

深
く
魂
を
砕
か
れ
そ
う
な
苦
し
み

に
耐
え
て
い
る
」
と
告
白
。

　
イ
ラ
ン
で
は
昨
年
９
月
、
髪
を

隠
す
ヘ
ジ
ャ
ブ
（
ス
カ
ー
フ
）
着

用
を
巡
り
拘
束
さ
れ
た
女
性
が

死
亡
し
、
抗
議
デ
モ
が
全
土
に

広
ま
っ
た
。
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん

は
「
（
当
局
に
よ
る
）
女
性
へ
の

抑
圧
は
激
し
さ
を
増
す
が
、
私
た

ち
は
従
わ
な
い
」
と
述
べ
、
粘
り

強
く
抵
抗
を
続
け
る
姿
勢
を
表

明
。

　
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん
は

年
の

平
和
賞
受
賞
者
の
弁
護
士
シ
リ
ン

・
エ
バ
デ
ィ
さ
ん
が
率
い
る
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
「
人
権
擁
護

セ
ン
タ
ー
」の
副
代
表
を
務
め
る
。

拘
束
下
の
人
物
へ
の
平
和
賞
授
与

は
、
昨
年
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
人
権

団
体
代
表
ア
レ
シ
・
ビ
ャ
リ
ャ
ツ

キ
氏
に
続
き
５
人
目
。
平
和
賞
の

賞
金
は
１
１
０
０
万
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン

（
約
１
億
５
千
万
円
）
。

　
国
連
総
会
は

日
、
ガ
ザ
情
勢

を
協
議
す
る
緊
急
特
別
会
合
を

日
午
後
（
日
本
時
間

日
午
前
）

に
開
く
こ
と
を
決
め
た
。
「
人
道

目
的
の
即
時
停
戦
」
を
求
め
る
決

議
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
会
合

で
採
択
さ
れ
る
見
通
し
。

　
軍
は

日
も
ガ
ザ
全
域
で
攻
撃

を
継
続
、
北
部
シ
ャ
ジ
ャ
イ
ヤ
な

ど
で
戦
闘
員
を
殺
害
し
、
民
間
住

宅
か
ら
武
器
を
発
見
し
た
と
発
表

し
た
。

日
に
は
シ
ャ
ジ
ャ
イ
ヤ

の
ハ
マ
ス
新
司
令
官
を
殺
害
し
た

と
表
明
。
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
報
道

官
は
、
軍
が
こ
れ
ま
で
に
殺
害
し

た
ハ
マ
ス
戦
闘
員
は
少
な
く
と
も

７
千
人
に
上
る
と
述
べ
た
。

月

下
旬
の
地
上
侵
攻
以
降
、
軍
兵
士

の
死
者
は
１
０
１
人
。

　
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
掃
討
に
は
時

間
が
か
か
る
と
し
、
戦
闘
員
に
投

降
を
要
求
し
た
。

　
軍
は
ハ
ン
ユ
ニ
ス
住
民
に
一
方

的
に
退
避
す
る
よ
う
通
告
、
混
乱

が
広
が
る
。国
際
非
政
府
組
織（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
」
は
９
日
「
子
ど
も
や
家
族

を
『
安
全
地
帯
』と
い
う
名
の『
死

の
地
帯
』
に
押
し
込
め
て
い
る
」

と
非
難
し
た
。

　
ガ
ザ
保
健
当
局
に
よ
る
と
、

月
に
戦
闘
が
始
ま
っ
て
以
降
の
ガ

ザ
側
の
死
者
は
１
万
７
９
９
７
人

に
上
っ
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
敵
対
す
る
イ
エ

メ
ン
の
親
イ
ラ
ン
武
装
組
織
フ
ー

シ
派
は
９
日
、
ガ
ザ
に
食
料
や
医

薬
品
が
搬
入
さ
れ
な
け
れ
ば
、
イ

ス
ラ
エ
ル
行
き
の
全
船
を
標
的
に

す
る
と
警
告
。
レ
バ
ノ
ン
国
境
で

は

日
も
親
イ
ラ
ン
民
兵
組
織
ヒ

ズ
ボ
ラ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
交
戦

が
続
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、キ
ー
ウ
共
同
】

米
政
府
は

日
、
バ
イ
デ
ン
大
統

領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
大
統
領
を

日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
招
き
、
会
談
す
る
と
発
表

し
た
。
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
え
続
け
る
と
改

め
て
伝
え
、
必
要
な
支
援
内
容
を

協
議
す
る
。昨
年
２
月
の
侵
攻
後
、

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
の
訪
米
は
３
回

目
。
両
首
脳
は
今
年
９
月
に
も
対

面
で
会
談
し
た
。

　
財
政
負
担
増
加
に
反
対
す
る
野

党
共
和
党
議
員
の
一
部
は
支
援
継

続
の
条
件
と
し
て
、
米
南
部
の
国

境
警
備
強
化
を
挙
げ
て
お
り
、
予

算
確
保
を
阻
ん
で
い
る
。
バ
イ
デ

ン
氏
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
と
の
会

談
を
通
じ
て
支
援
の
重
要
性
を
訴

え
る
と
み
ら
れ
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
府
の
発
表

に
よ
る
と
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は

日
か
ら
訪
米
。
防
衛
支
援
の
継

続
や
武
器
、
防
空
シ
ス
テ
ム
の
共

同
生
産
が
米
国
側
と
の
主
要
な
協

議
テ
ー
マ
と
な
る
。
「
欧
米
、
世

界
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
結
束
を

守
り
、
国
際
秩
序
を
強
化
す
る
こ

と
に
注
力
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　
米
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
パ
ン
チ

ボ
ウ
ル
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
氏
は

日
に
米
議
会

も
訪
れ
、
共
和
党
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン

下
院
議
長
と
会
談
。
上
院
議
員
団

と
の
会
合
に
も
招
か
れ
て
い
る
。

　
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は

日
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
を
訪
問
し
、
ミ
レ
イ
大
統

領
の
就
任
式
に
出
席
し
た
。
ロ
イ

タ
ー
通
信
に
よ
る
と
大
統
領
就
任

後
初
の
南
米
訪
問
。
パ
ラ
グ
ア
イ

や
ウ
ル
グ
ア
イ
な
ど
南
米
３
カ
国

の
首
脳
と
会
談
、支
持
を
求
め
た
。

　
ま
た
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
に
よ
る

と
、
就
任
式
に
際
し
て
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
氏
が
ロ
シ
ア
寄
り
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
オ
ル
バ
ン
首
相
と
立
ち
話

を
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
オ
ル
バ

ン
氏
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
加
盟
交
渉
入
り
に
反
対

し
て
い
る
。

　
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
向
か
う
途
上
、
西
ア
フ
リ

カ
の
島
し
ょ
国
カ
ボ
ベ
ル
デ
に
立

ち
寄
っ
て
コ
レ
イ
ア
イ
シ
ル
バ
首

相
と
も
会
談
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ

る
新
興
・
途
上
国
か
ら
の
支
持
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
来
年
の

米
大
統
領
選
で
再
選
を
目
指
す
民

主
党
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領（

）は

９
日
、
共
和
党
候
補
指
名
争
い
で

独
走
す
る
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

（

）が
大
統
領
に
返
り
咲
い
た
場

合
に
就
任
初
日
だ
け
「
独
裁
者
」

に
な
る
と
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、た
っ
た
１
日
で
済
む
な
ら「
神

に
感
謝
す
る
」
と
皮
肉
っ
た
。
西

部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
支
持

者
集
会
の
演
説
内
容
を
米
政
府
が

日
公
表
し
た
。

　
バ
イ
デ
ン
氏
は
前
回
大
統
領
選

の
敗
北
を
認
め
な
い
ト
ラ
ン
プ
氏

が
米
民
主
主
義
に
対
す
る
最
大
の

脅
威
だ
と
批
判
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は

９
日
「
私
は
民
主
主
義
を
救
う
。

脅
威
は
ペ
テ
ン
師
の
バ
イ
デ
ン
の

方
だ
」
と
反
発
し
、
再
対
決
の
可

能
性
に
備
え
る
両
氏
の
舌
戦
が
過

熱
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
５
日
、
中
西
部

ア
イ
オ
ワ
州
で
の
市
民
と
の
対
話

集
会
で
、
再
び
大
統
領
に
な
っ
た

場
合
に
権
力
乱
用
を
し
な
い
と
約

束
で
き
る
か
問
わ
れ
「
独
裁
者
に

は
な
ら
な
い
。
就
任
初
日
を
除
け

ば
ね
。
国
境
を
閉
鎖
し
（
石
油
や

ガ
ス
を
）
掘
削
し
た
い
ん
だ
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　
バ
イ
デ
ン
氏
は
演
説
で
「
ト
ラ

ン
プ
氏
は
投
票
権
や
世
界
で
の
米

国
の
地
位
を
も
脅
か
し
て
い
る
」

と
非
難
。
独
裁
者
に
関
す
る
発
言

を
紹
介
し
た
後
、
胸
の
前
で
十
字

を
切
っ
て
祈
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を

み
せ
て
「
１
日
だ
け
」
と
言
っ
て

支
持
者
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
バ
イ
デ
ン
氏
の
大
統

領
就
任
式
を
欠
席
し
た
ト
ラ
ン
プ

氏
が
「
次
回
の
就
任
式
で
も
姿
を

現
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
述

べ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
返
り
咲
き
阻

止
に
自
信
を
示
し
た
。

独
裁
１
日
な
ら「
感
謝
」

ト
ラ
ン
プ
氏
に
皮
肉

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

　
【
キ
ー
ウ
共
同
】
ウ
ク
ラ
イ
ナ

空
軍
は

日
、
ロ
シ
ア
軍
が
同
日

朝
、
首
都
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
に

向
け
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
８
発
を
発

射
し
た
と
発
表
し
た
。
防
空
シ
ス

テ
ム
で
全
て
迎
撃
し
た
と
し
た

が
、
キ
ー
ウ
当
局
に
よ
る
と
、
落

下
し
た
破
片
で
複
数
人
が
負
傷
し

た
。

日
夜
か
ら

日
朝
に
か
け

て
は
南
部
に
も
無
人
機
（
ド
ロ
ー

ン
）

機
の
攻
撃
が
あ
っ
た
が
、全

て
迎
撃
し
た
と
し
て
い
る
。

　
英
国
防
省
は

日
、
ロ
シ
ア
空

軍
の
戦
略
爆
撃
機
が
７
日
夜
、
キ

ー
ウ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
中
部
に
向
け

て
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
イ
ン
フ

ラ
を
狙
っ
た
冬
季
の
集
中
攻
撃
を

始
め
た
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
し

た
。

　
ロ
シ
ア
が
戦
略
爆
撃
機
で
巡
航

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
加
え
た
の
は
９

月

日
以
来
。
ロ
シ
ア
は
巡
航
ミ

サ
イ
ル
を
備
蓄
し
、
新
た
な
製
造

分
と
共
に
冬
季
の
イ
ン
フ
ラ
攻
撃

に
使
お
う
と
し
て
い
る
と
の
見
方

が
出
て
い
た
。

ロ
シ
ア
弾
道
弾

キ
ー
ウ
に
８
発

ウ
ク
ラ
イ
ナ「
全
て
迎
撃
」


